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　医師の働き方改革の一環として診断書記

載の負担軽減をはかるため、生命保険協会

と日本損害保険協会はそれぞれ３月に関連

するガイドラインを改定した。要望の多い、

診断書様式の統一については医師・医療機

関に追加での確認や照会が発生するため、

かえって負担になるケースが想定される事

情があるとした。

　各種生命保険診断書作成に関するソフト

ウェアは民間から販売されており、数百万

円もかかり、個人開業医や規模の小さい病

院施設では費用対効果が悪い。

　生命保険診断書は要望にお応えして医師

が協力して書いているもので、各生命保険

会社は保険契約者が各自の利益のため保険

を契約しており、必要に応じて関係書類の

提出を契約者に求めている。したがって、

医師が記載を協力しているので、各保険会

社が必要に応じて医師側が書きやすいよう

に書式のダウンロードをできるよう協力す

べきではないだろうか。

　業者にソフトを提供して医師側にソフト

を購入させるようなやり方はいかがなもの

か疑問に思う。受益者負担の原理を求めた

い。

　一方、戦後の混乱期だった昭和23年施行

の生活保護法の中に、指定医療機関は役所

の求めに応じて報告をすべきという条文が

あるため、今でも役所の求めに応じて対応

している。昔、生活保護法に基づくレセプ

ト請求は金券であるという理由から、発行

された指定番号付レセプト用紙に各自が作

成したレセプトを切り貼りしてレセプト請

求していた。しかし、IT化の時代に入り、

それも番号記載によりレセプト請求が可能

になった。精神科年金診断書作成請求もIT

化するのに５年以上の時間を要したが結局

はIT化された。医師の主治医意見書その

他各種精神科関係書類は全てIT化されて

いる。したがって公文書でもかなりの関係

書類がIT化されているので、生命保険等の

診断書もすみやかにIT化移行が望まれる。

　IRの誘致に苫小牧市が北海道では最有
力などの記事を目にされた方もいらっしゃ
ると思いますが、そもそもどのようなもの
か？わからない方が多いと思いますので簡
単に紹介します。
　候補地は苫小牧市といいますが、千歳空
港の南西側ほぼ千歳市に接し、道央圏の中
心に位置しております。北海道誘致に関し
ては前知事の高橋氏が苫小牧市が有力と言
いながら結局最後まで曖昧のままで参議院
選挙に出たことから、現知事の鈴木氏が決
定の権限をもっております。苫小牧市は政
令指定都市ではないため、知事がその権限
をもっているわけです。しかし、現時点では
未だはっきり決定の判断をしておりません。
　IRに関してどのようなものか紹介させて
いただきます。IR（Integrated Resort）は
統合型リゾートと訳されています。統合と
言うとおり色々な施設を一つのエリアにま
とめたリゾート拠点がIRです。中心はMICE
と呼ばれ国際会議場、学会などの会議場や
展示会、見本市、イベントなどの施設展示
場やホテルなどの宿泊施設、劇場、映画館、
博物館、美術館、水族館、スポーツアリー
ナなどの文化、エンターテインメント施設
やレストラン、ショッピングモールなども
含まれています。カジノはほんの一部でし
かありません。しかしなぜカジノがあるの
か？カジノはIR全体の数％ですが、実は収
入面ではIRにとって重要な施設です。シン
ガポールを例に挙げるとマリーナベイ・サ
ンズではIRの売り上げの約８割を占めてい
ます。カジノは利益率の高い施設なのです。
北海道のIRもシンガポールがお手本と言わ
れています。北海道もIRを起爆剤としてさ
らに発展することが期待されるわけです。
　IRのメリットは観光客の増加、雇用の
創出、周辺産業の増収などが考えられます。
医療とIRの関係は医療ツーリズムによる
外国患者等の開拓、IRの従業員の健康管理
などが現在考えられていますが、年間数万
人以上の観光客、およびIRの数千人にも
及ぶ従業員の健康管理など今までの北海道
では一度に経験したことのないレベルの大
きさです。ですから決定はまだですが、何
時決定されてもいいように苫小牧市医師会
は様々なルートを使って準備をしておりま
す。地元の新聞報道もカジノ反対と一面の
みとらえた論調です。これからの北海道の
医療の更なる発展の可能性を秘めた重要な
IRです。他の候補地に負けない知事の早期
の決断を期待しています。
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